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2 Pa-9　　　　女子大生の栄養摂取と生活時間調査

　　　　　　　　一喫食回数と栄養摂取量・健康状況のかかわり一

　　　　　　　大妻女大家政　○村田輝子　相川りゑ子　彦坂令子　宮本宰世　佐藤朝子

　　　　　　　　　　　　　　　小久保清子　八倉巻和子

　目的　今まで女子大生の栄養摂取と食生活について調査を行い，種々の問題点について

報告してきた。特に都市における女子大生は下校後，ｱﾙﾊﾞｲﾄの占める時間が多いことを指

摘した。今回は食事と間食の区分けのない食べ方をしている女子大生の喫食回数（食事と間

食を合計した回数）が，ｱﾙﾊﾞｲﾄの有無や栄養摂取量，健康状態にどうかかわっているかにつ

いて検討した。

　方法　対象：本学女子大生18～22歳265名。調査日:1995年５月。調査項目：食物摂

取量調査（日曜・祭日を除く連続３日間の食事を秤量記入方式で記録）。生活時間調査（食物

摂取量調査期間中の１日の生活行動を記録）。健康状況調査。集計方法：①喫食回数は1～

6回に分類。②下校後の行動をｱﾙﾊﾞｲﾄ群，直帰宅群，寄り道群に分類した。

　結果：①喫食回数が多くなるに従って，摂取エネルギーは増加しているが,微量栄養素の

バランスの整っているのは４回の者であり, 5回以上では脂質・糖質が増加し，鉄・ビタ

ミンＡが少ない摂取であった。３回以下ではエネルギーおよびすべての栄養素が４回に比

べて少ない。また，健康状況調査から，喫食回数の少ない者は精神的訴えが多く，喫食回

数の多い者に身体的訴えの多い傾向がみられた。②ｱﾙﾊﾞｲﾄ群は他の２群に比べてエネルギ

ー出納のマイナスが大きく，「全身がだるい」「肩こり・腰が時々痛い」「朝から疲れて

いる」症状をもつ者や「やる気が起こらない」など気力にかかわる者が多くみられた。

2Pa～10 ホームヘルプ協力貝の食事介護研修プログラムの評価
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　【目的】福岡市においては、平成２年9月に福岡市市民福祉サービス公社が設立され、在宅福祉

サービスの担い手となるホームヘルプ協力員の研修終了者は、現在1000人を超えている。しかし、

ホームヘルプ協力員に対する研修プログラムは確立していない。そこで、より良い研修プログラ

ムを作成するための第一歩として、これまで実施した食事介護研修プログラムの評価を行ったの

で、その結果を報告する。

　【方法11.対象者：Ｆ市ホームヘルプ協力員で、1994年9月の研修会に参加し、調査協力が得ら

れた者512名。2.研修会時期:1994年9月13.14.16日。3.研修プログラム：2群に分けて実施した。

A群:調理品の師範.実習、試食、i群；講義（教材：本研究で作成したmmの基礎編・家庭料

理編の小冊子）、調理品の師範、実習、試食。4.研修プログラム評価：研修前と研修終了6 ヵ月

後に食事作りの悩みについて調査を実施。5.解析：研修前と研修終了後の悩みの保有割合の差に

ついて、A群、B群で比較した。

　【結果および考察】回収率の第1回はA群、IU,T.ともに100%、第2回はA 群o%、B群89%で

あった。研修終了後の調査では、A群において悩みの保有割合の減少した項目は、m項目中12項

目あり、調理技術に閔する内容であった。一方、B群において減少した項目は24項目であり、調

理技術より高齢者の嗜好や食品に関する内容であった。以上の結果より、一回の研修会において

も新しいプログラムを受けた群の方が悩みの保有割合が減少した項目が多くあったという事は、
このようなプログラムを複数回実施する事で、より効果が上がる可能性がある事が示唆された。
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